
お気軽図書館　ご利用のお客様　各位

2023.12.21にホームページにてご案内の通り、国立国会図書館のサーチリニューアルで
の影響・対応等について以下ご案内申し上げます。

１．概要
新たに本を登録する際に利用出来ていた国立国会図書館の書誌情報の自動引用機能が、
この度の国立国会図書館のサーチ機能のリニューアルにより、一部利用できないケースが発生
致します。

２．事象
（１）資料入力機能

メニュー

＜従来＞

JANコードを入力すると
書誌情報が自動引用
されます。

＜現状＞

JANコードを入力すると
書誌情報が自動引用
されます。

※従来の自動引用
　情報範囲が少なく
　引用されます。
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【変更点】
・以下の情報が自動引用されません。

ISBN2、著者記号、注記、件名、ND分類、請求記号、出版地、形態、巻次、あらすじ、NDLリンク
・書誌情報は、日本書店商業組合連合会より自動引用されます。
　（国立国会図書館からの書誌情報は引用されません）

（２）”ISBNの無い本”の検索機能

メニュー

＜従来＞

検索キーワードを入力
すると、自動引用可能
な書誌一覧が表示され
対象を選択すると、
資料入力画面に
書誌情報が自動引用
されます。

＜現状＞

検索キーワードを入力
しても検索されません。
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３．対応方法について

→バージョンアップツールを送付させて頂きますので、バージョンアップの適用を
　お願い致します。

→保守にご加入頂く事で、バージョンアップツールのご提供が可能です。
　 ホームページ問い合わせサイトよりお問い合わせください。

→最新版のお気軽図書館のご購入により対応が可能です。
　 ホームページ問い合わせサイトよりお問い合わせください。

以下事例をご参考にご利用下さい。
①上記（２．事象）の範囲でご利用頂く。
②他サイト参照機能をご利用頂き、手入力で書誌情報を登録頂く

Amazon、Google、紀伊国屋

４．その他
・現在市販されている書誌のほとんどには、ISBNコードが付与されていますので、上記（現状）で
　ご利用頂けるお客様は、特にバージョンアップせずご利用頂けます。
・カスタマイズされているお客様のバージョンアップをご希望の際は、個別対応させて頂きます
　ので、ホームページ問い合わせサイトよりお問い合わせください。

従来通りの国立国会図書館書誌情報の自動引用が必要な場合

保守・サポートパックご加入のお客様

保守・サポートパック未加入のお客様

ご利用バージョンがVer7以上のお客様

ご利用バージョンがVer7未満のお客様

従来通りの国立国会図書館書誌情報の自動引用は不要の場合

3


